
　
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
岩
本
一
宏
中
央
執
行
委
員

長
は
、「
全
厚
労
は

で
き
る
こ
と
は
何
で

も
や
ろ
う
と
、『
動

い
て
、
動
い
て
、
動

い
て
』
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
幾
度
と
な
く
国

会
議
員
要
請
や
懇
談

を
行
っ
て
き
た
。
７

月
の
参
院
選
後
に
行

っ
た
要
請
で
は
、
特

に
看
護
協
会
出
身
の

石
田
昌
弘
議
員
と
情

報
交
換
し
、
診
療
報

酬
引
き
上
げ
に
頑
張

る
が
、
労
組
も
頑
張

っ
て
欲
し
い
と
言
わ

れ
て
い
る
」、「
25
春

闘
で
は
政
府
目
標
の

２
％
ア
ッ
プ
に
は
達

し
て
お
ら
ず
、
委
員

長
と
し
て
責
任
を
感

じ
て
い
る
。
全
厚
労

は
何
を
や
っ
て
い
る

の
か
？
と
思
う
人
も

増
員
署
名
、統
一
行
動
、

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の

３
点
セ
ッ
ト
を

ともにともに へへ
「動いて、動いて、動いて」「動いて、動いて、動いて」

「見て、見て、見て」「見て、見て、見て」
とと

い
る
。
次
の
改
定
に
向
け
て

は
『
動
い
て
、
動
い
て
、
動

い
て
』
を
継
続
し
、『
見
て
、

見
て
、
見
て
』
と
訴
え
、『
見

え
る
化
』を
図
っ
て
い
き
た
い
。

是
非
、
全
厚
労
の
運
動
を
見

て
も
ら
い
、『
増
員
署
名
』『
統

一
行
動
』『
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
』

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　
岡
野
学
書
記
次
長
が
24
年

度
総
括
と
情
勢
を
提
案
。

　
総
括
で
は
「
動
い
て
、
動

い
て
、
動
い
て
」
を
実
践
し

て
き
た
数
次
に
渡
る
国
会
議

員
要
請
行
動
や
、
24
秋
の
衆

議
院
選
挙
、
25
年
夏
の
参
議

院
選
挙
で
の
公
開
質
問
の
取

り
組
み
、
石
田
議
員
を
通
じ

て
の
厚
労
省
幹
部
と
の
懇
談

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
運

動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
。
25

春
闘
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取

り
組
む
組
織
を
増
や
し
、
要

求
の
切
実
さ
が
明
確
に
な
っ

「
動
い
て
、
動
い
て
、

動
い
て
」具
体
的
な

実
践
で
情
勢
動
か
す

「
生
活
と
医
療
と
平

和
」守
り
、「
仲
間
作

り
」で
前
進
し
よ
う

積
極
的
な
活
動
報
告

討
論
で
議
案
を
採
決

た
こ
と
。
３
年
ぶ
り

に
全
厚
連
へ
の
全
厚

労
・
各
道
県
労
組
連

名
で
の
統
一
要
求
書

提
出
、
ス
ト
ラ
イ
キ

権
の
学
習
と
高
率
批

准
を
通
し
て
の
た
た

か
い
や
要
求
前
進
面

な
ど
を
報
告
。

　
情
勢
で
は
、
地
域

格
差
の
問
題
や
政
府

目
標
で
あ
る
２
０
２

０
年
代
で
１
５
０
０

円
に
向
け
て
不
十
分

で
あ
り
な
が
ら
も
最

低
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
政
府
の
「
骨
太

方
針
」
で
は
、
賃
上
げ
や
経

営
安
定
化
、
離
職
防
止
、
人

材
確
保
が
し
っ
か
り
図
ら
れ

る
よ
う
、
公
定
価
格
で
の
対

応
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
確
信
を
持
っ
て
運
動
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
ま

し
た
。

　
25
年
度
方
針
案
を
大
栗
陽

書
記
長
が
提
案
。
全
厚
労
の

基
本
的
運
動
の
柱
と
し
て
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
①
組
合

員
の
「
生
活
」と
権
利
を
守
り
、

向
上
さ
せ
る
こ
と
。 

②
厚
生

連
「
医
療
」
を
守
り
、
地
域

医
療
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。 

③「
平
和
」
憲
法
を
守
り
、
安

全
・
安
心
な
生
活
と
医
療
を

推
進
さ
せ
る
こ
と
。
加
え
て
、 

④
労
働
組
合
の
組
織
強
化
・

拡
大
へ
向
け
た
「
仲
間
作
り
」

の
４
本
の
柱
を
中
心
に
、
具

体
的
な
行
動
計
画
を
提
起
し

ま
し
た
。

　
25
年
度
は
特
に
地
域
へ
打

っ
て
出
る
行
動
と
し
て
、
３

年
目
に
な
る
看
護
集
会
で
の

ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
と
と
も
に

各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
「
ナ
ー

ス
ウ
ェ
ー
ブ
」「
メ
デ
ィ
カ
ル

ウ
ェ
ー
ブ
」
に
取
り
組
も
う

と
い
う
こ
と
と
「
25
秋
闘
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
と
し
て
、
加
盟

19
道
県
の
地
方
自
治
体
へ
の

要
請
行
動
や
宣
伝
等
を
通
じ

て
、
地
方
か
ら
の
声
や
運
動

を
拡
げ
、
診
療
報
酬
の
大
幅

引
き
上
げ
や
財
政
・
制
度
支

援
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
続
く
２
日
間
の
討
論
で
、

３
つ
の
専
門
部
を
含
む
17
本

の
討
論
と
４
本
の
文
書
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。「
秋
闘
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
構
想
に
つ
い
て
は

財
政
面
や
体
制
面
で
懸
念
す

る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ま
こ
そ
運
動
に
投
資
す
べ

き
局
面
に
あ
る
こ
と
や
各
組

織
の
実
情
を
踏
ま
え
て
柔
軟

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

旨
、
執
行
部
の
説
明
が
あ
り
、

積
極
的
な
運
動
の
方
向
性
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
24
年
度
決
算
報
告
・
剰
余

金
処
分
案
の
承
認
と
と
も
に
、

第
１
号
議
案
（
総
括
・
運
動

方
針
）、
第
２
号
議
案
（
予
算

案
）
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
来
賓
と
し
て
日
本
医

労
連
・
米
沢
哲
書
記
長
に
ご

挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全

日
程
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
紙
面
を
借
り
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
会
で
は
多
く
の
参
加
者

か
ら
「
声
を
挙
げ
な
け
れ
ば

変
わ
ら
な
い
。
声
を
挙
げ
て

こ
そ
変
わ
る
」
と
い
う
発
言

や
決
意
が
大
会
中
も
夕
食
懇

親
会
で
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で

い
る
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の

方
々
に
も
一
緒
に
全
厚
労
運

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
呼
び
か
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

第73回
定期大会
静岡開催

第73回
定期大会
静岡開催

岩本一宏中央執行委員長の音頭で、みんなで「動いて動いて動いて」ガンバロウ！

岩本一宏委員長

 医療研と女性委員会ではパワポを使って活動報告（写真は医療研）
1983年の根拠なき「医療費亡国論」が現在の医療危機を招いている

25
秋
闘
キ
ャ
ラ
バ
ン

25
秋
闘
キ
ャ
ラ
バ
ン

25
秋
闘
キ
ャ
ラ
バ
ン

25
秋
闘
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
含
む

を
含
む

を
含
む

を
含
む

満
場
一
致
採
択

満
場
一
致
採
択

満
場
一
致
採
択

満
場
一
致
採
択

活
動
方
針
案
を

活
動
方
針
案
を

活
動
方
針
案
を

活
動
方
針
案
を

　
全
厚
労
は
９
月
19
〜
20
日
、
静
岡
県
静
岡
市
の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

会
議
室
に
お
い
て
、
第
73
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
役
員
・
代
議
員
な
ど
19
県
１
４
１
名
が
参
加
し
、

結
成
70
周
年
を
迎
え
た
組
織
に
ふ
さ
わ
し
く
積
極
的
な
討
論
と
交
流
で
、
団
結
を
高
め
合
い
ま
し
た
。

https://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

LINE友だち募集中

（1） 2025年９月20日 第538号全 厚 労 ニ ュ ー ス

https://line.me/R/ti/p/@781zgepo


当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
の
結
果
は
発
送
を
も

っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
７
月
号
の
答
え
は
「
ネ
ッ
タ
イ
ギ
ョ
」
ま
た
は
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」

で
、
当
選
倍
率
は
２
・
０
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2025年10月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　新厚労で副執行委員長を務める高橋智章さん
を紹介します。
　高橋さんは共同生活事業所に勤務し、事業所
の運営を取り仕切っています。事業所のある十
日町市は、豪雪地域であり雪が降ると除雪が必
要になるため自らホイールローダーを運転し、
施設の除雪も行うマルチタスクを備えています。
　また、マラソンを趣味とし、地域で行われて
いる24時間耐久マラソンに毎年、積極的に参加
をして身体を酷使することを喜びとしています。
そんな高橋さんは、労使交渉でアクセル全開で
突き進む執行部の唯一、冷静を保ちブレーキ役
を務める大切な存在です。

　昨年９月からの一年間、岐厚労の中央執
行委員長を務めさせて頂きました藤川誠也と
申します。飛騨地域の中核病院、高山市の
久美愛厚生病院に所属する理学療法士です。
　何も分からず不安からのスタートでしたが、
役員皆様のご支援と、ご理解・ご協力を頂く
ことができ、前向きに日々一生懸命、活動に
取り組むことができました。たくさん仲間も
できて、私にとってかけがえのない経験・財
産となりました。
　今年度は、岐厚労の中央副執行委員長を
務めます。全厚労の活動にも積極的に参加し
たいと思いますので、一年間、宜しくお願い致します。

新潟　高橋智章さん

岐阜　藤川誠也さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第209回は新潟・岐阜にお願い
しました。

定期大会：労働組合の最高決議機関。討議する事項として、
組合規約の改廃、次年度の運動方針、財産・予算・決算
に関する事項、組合役員の選出、他団体への加盟・脱退
等がある。
団結ガンバロー：集会や大会の最後に意思統一の表現と
して行なわれる。左手を腰に、右手こぶしを「団結ガン
バロー」の掛け声に合わせて突き上げる。代表者が要求
や集会のスローガンをスピーチしたあと、参加者と交互
に「ガンバロー」を三唱する。

労働組合用語集

　大手損保が来年から自動車保険料を値上げすること
が報道されました。社会活動がコロナ前の状態に戻って
きたことで、自動車事故が増えていることも影響してい
るようです。ガソリン代も高くなり車の維持費もうなぎ
上り…、医労連共済の自動車共済で家計の負担を減ら
しませんか。医労連共済の自動車共済は団体割引があ
り掛金はとても安くなっています。まずは職場で声をか
けあって、お持ちの自動車で掛金見
積りをしてみてください。現在ご加
入の民間保険があれば等級の引継
ぎもできます。対人・対物など基本
保障はもちろん、制度は充実してい
ます。ぜひ自動車共済のパンフレッ
トをお取り寄せください。

自動車共済で家計の見直し自動車共済で家計の見直し

　
飲
み
会
を
し
て
も
話
は
物
価
高

の
こ
と
ば
か
り
。
旅
行
先
も
安
く

抑
え
ら
れ
る
所
ば
か
り
。
み
ん
な

厳
し
い
生
活
を
し
て
い
る
な
ー
と

実
感
し
ま
す
。              

（
長
野
）

―
―
だ
か
ら
ベ
ア
が
必
要
で
す
。

診
療
報
酬
に
阻
ま
れ
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で

も
…
経
営
側
は
材
料
費
・
光

熱
費
の
高
騰
は
受
け
入
れ
る

の
に
、
人
件
費
も
受
け
入
れ

て
ほ
し
い
。          （
Ｋ
Ｕ
）

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
し
て
お
り
ま
す

が
、
後
で
見
よ
う
と
思
っ
て
い
る

と
デ
ジ
タ
ル
は
つ
い
見
逃
し
て
し

ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
チ

ェ
ッ
ク
し
た
い
で
す
。    

（
愛
知
）

―
―
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
見

た
い
と
こ
ろ
を
閲
覧
で
き
る

の
が
デ
ジ
タ
ル
の
良
さ
で
す
。

気
づ
い
た
時
で
い
い
と
思
う

よ
ー
。                 （
Ｈ
Ｔ
）

　
久
し
ぶ
り
に
地
元
の
花
火
大
会

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
行
く
ま
で

は
面
倒
く
さ
か
っ
た
ん
で
す
が
、

行
っ
た
ら
最
高
で
し
た
！
気
分
転

換
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
三
重
）

―
―
近
く
で
見
る
花
火
は
別
格
で

す
よ
ね
。
外
に
出
る
の
も
嫌

に
な
る
猛
暑
で
す
が
、
お
祭

り
、
海
水
浴
な
ど
な
ど
、
暑

い
夏
も
楽
し
ん
で
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。              （
Ｏ
Ｋ
）

　
不
妊
治
療
の
末
、
先
月
妊
娠
が

発
覚
。
時
期
に
迷
い
な
が
ら
も
、

上
司
に
報
告
す
る
と
「
お
め
で
と

う
！
」
と
い
う
祝
福
の
言
葉
と
、

す
ぐ
に
業
務
内
容
を
調
整
し
て
も

ら
え
ま
し
た
。
予
想
外
の
反
応
に
、

涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

悪
阻
の
症
状
が
思
っ
た
よ
り
早
く

出
て
き
た
た
め
、
本
当
に
有
り
難

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ

の
病
院
で
、
こ
の
職
場
で
働
き
た

い
で
す
！
　               

（
茨
城
）

―
―
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
大
切
な
時
期
を

サ
ポ
ー
ト
し
合
え
る
職
場
っ

て
ス
テ
キ
で
す
ね
。
ど
う
か

お
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
無

事
の
ご
出
産
を
願
っ
て
い
ま

す
。                    （
Ｅ
Ｎ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

新
委
員
長
へ

　
今
年
の
定
期

大
会
が
無
事
終

わ
り
ま
し
た
。

少
し
驚
い
た
の

は
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
役
員
交

代
が
頻
繁
で
な

か
っ
た
い
く
つ

か
の
組
織
で
執

行
委
員
長
が
変

わ
っ
た
と
い
う

話
。
必
ず
し
も
若
返
り

だ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー

の
熱
意
に
期
待
し
て
い

ま
す
。           

（
Ｍ
Ｔ
）

　
第
73
回
定
期
大
会
で
は
、
当
日
発
言

14
本
、
専
門
委
員
会
か
ら
３
本
、
文
書

発
言
４
本
の
計
21
本
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
25
春
闘
で
の
取
り
組
み
や
、

全
国
的
な
医
療
介
護
施
設
の
経
営
難
の

中
で
の
一
時
金
確
保
の
運
動
に
つ
い
て

の
闘
い
が
多
く
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
１
号
議
案
で
提
案
さ
れ
た
25
キ
ャ

ラ
バ
ン
行
動
へ
の
質
疑
や
発
言
も
出
さ

れ
、
活
発
な
討
論
を
経
て
今
後
の
課
題

や
運
動
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
と
共

に
、
採
決
で
は
満
場
一
致
で
25
年
度
方

針
を
確
立
し
ま
し
た
。
大
会
で
の
報
告

と
発
言
を
一
部
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。

組織 発言代議員 発言内容（抜粋）

1 秋田 進藤　侑 24春闘で24年ぶりのベア獲得（6千円）。年末一時金減額提案に対し暫定支給させ交渉を継続し昨
年同率の支給で妥結。25春闘2年連続でベア獲得（4千円）。

2 福島 大友　浩介
24秋闘での骨髄ドナー休暇制度の新設。青年部要求の髪型や色について前進回答勝ち取り。25春闘で

手師産助「」額増の当手代交2にもと設施・院病「」PU円千５が当手のーカーワスーケ「」得獲の給昇期定「
。る取ち勝を目項5の」給支の円千5万1りた当動出1てしと当手動出TAMD「」廃撤の件要数件娩分の当

3 新潟
（文書発言） 和田　祐輔

当初「支給なし」とした４月賞与の支給回答を引き出し。会が新たに提示した「特別賞与制度」につい
て、病院特性や地域事情について労使双方で考え抜いてからの支給を求め交渉を継続中。

4 富山 水戸　達也 人員不足について薬剤師４名を確保、助産師確保が課題。宿直手当の増額回答勝ち取る。他県の活
動を参考に福利厚生倶楽部の導入を提案し９月より開始した。

5 長野 髙橋ただし 年末一時金の暫定支給として、交渉継続した闘い。リハセンター支部で希望する臨時職員・パート職
員も組合に加入できる仕組みが正式に承認。

6 茨城 宇留野正志 全厚労シンボルマークの活用について、費用を抑え広く周知されるグッズ作成の提案。1号議案のキャラバ
ン行動について、予算措置の見直し、書記長の2ヵ月不在の懸念、各県の希望に応じた計画の見直し提案。

7 茨城 飛田　広大
退「、り守を度制金職退の行現。渉交たけ向に給支のへ種職全の当手料価評プッアスーベで闘春52

職金規程Ⅱ」の改廃を求める交渉と25夏期一時金の格差支給阻止の取り組み。労働者代表選出へ
の経営側の介入との闘い。

8 熊総
（文書発言） 齊藤　美晴 従業員代表者選任について。再雇用者の賃金見直し。リハビリ科のサービス残業の改善。

9 神奈川 岡部　義秀 看護部における休暇制限の労基法違反について、全職員に通達を出させた取り組み。

10 静岡 稲葉　功 夏季一時金闘争でのストライキ権確立の取り組み。全組合員数の89％が回答し約97％の高い確率
で賛同を得た。ストライキ実施や一時金仮支給の取り組みについての準備が今後の課題。

11 愛知
（文書発言） 山本　喜之

25春闘の取り組み。組合員の生活とモチベーション維持のために① 2024年度末賞与の支給、② 2025
年度の定期昇給の実施、③ 年間4.0ヶ月以上の一時金についての、３つの要求項目で要求しすべて妥結。

12 岐阜 藤川　誠也 25年夏季団交の取り組み。 待機手当の新設に向けた前進回答。年間一時金の例年同率支給に向け
て、全職員に対して「年度末賞与を確保するための協力依頼」文書を発信・周知の取り組みで前進回答。

13 三重 池滝　和史 鈴鹿サーキットホテルで「三厚労青年部組合新人学習交流会」、三重県総合文化センターで「三厚労看護学習会」
を開催。診療報酬ベースアップ遡及額等を用いて、4月給与にてベースアップ手当として2万6千円の支給。

14 広島 近村　勝也 25春闘へ向けた賃上げ獲得の意思統一と、スト権の高率での批准。年度末一律3万円回答から、準・
深夜勤手当各100円引き上げる回答があり、現状も鑑み妥結。ベア協議を継続。

15 山口 寺本　純子 春闘アンケート結果を考慮した10％ベア要求。年間一時金4.5ヵ月満額回答。看護休暇の有休を２
人以上の子で「５日間」を「７日間」の有給に改正させた取り組み。

16 香川
（文書発言） 佐野　貫 25春闘でベア評価料を基にした手当を8千円から1万3千円へ５千円増額。年末一時金減額提案と

の闘い。

17 高知 由比　智一
25春闘でベアは見送りとなったが、副業について検討課題となった。年次有給休暇取得に関するア
ンケートの取り組み。新人看護師入職ゼロの深刻な事態に対し、抜本的な改善を強く要求。組織化
と情報発信の取り組み。

18 大分 大島　賢治 25春闘は経営状況が厳しい中での感染予防手当１千円を獲得。看護師確保に向けた、看護学校訪
問の取り組みを計画中。

19 医療研運
営委員会 安本真理子 第41回医療研究集会の報告と第42回医療研究集会の開催案内。第42回医療研究集会は11月14～15

日の2日間、静岡県・熱海市で開催。集会サブテーマは「厚生連の視点で考える医療の正義とは」。

20 看護
委員会 中村　優

24年度活動報告、看護協会との懇談、厚労省交渉、第36回看護集会in横浜を開催。25年度は10月
に第37回看護集会in仙台を開催予定で、駅前宣伝行動や、特別報告「実例から学ぶ　看護師の賃金
労働条件向上と組合の役割」などを行う。

21 女性
委員会 楠　潔代

女性が持つ「母性＝子どもを産み育てるための身体的・生理的特質」を守る「母性保護」を、6～7月に母
性保護月間として推進。下呂市・下呂温泉にて第45回女性集会を開催。全労連女性部「一言カード」の
取り組み。母性保護月間啓発グッズ「アルコールティッシュ」作成。「川柳コンクール」の取り組みでは産
別の最優秀作品賞を受賞。生理休暇の取得状況調査6年目となり、調査の取り組みが広がる。
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●
大
会
書
記
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藤
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哉
（
岐
阜
）

　畑
中

　剛
喜
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三
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）

【
次
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理
委
員
】

　三

　北
・
富
山

　関

　信
・
茨
城

　東

　海
・
静
岡

　西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

（順不同）

 ●全国組合等
全日本国立医療労働組合
全日本赤十字労働組合連合会
全国労災病院労働組合
国家公務員共済組合連合会病院労働組合
全日本地域医療機能推進機構病院労働組合
公益財団法人日本医療総合研究所

 ●医労連・県医労連
北海道医療介護福祉労働組合連合会
青森県医療労働組合連合会
秋田県医療労働組合連合会
宮城県医療労働組合連合会
山形県医療労働組合連合会
福島県医療労働組合連合会
茨城県医療労働組合連合会
千葉県医療労働組合連合会
東京地方医療労働組合連合会
新潟県医療労働組合連合会
富山県医療労働組合連合会
石川県医療労働組合連合会
群馬県医療労働組合連合会
埼玉県医療介護労働組合連合会
神奈川県医療労働組合連合会
長野県医療労働組合連合会
愛知県医療介護福祉労働組合連合会
京都医療労働組合連合会
大阪医療労働組合連合会
広島県医療労働組合連合会
福岡県医療労働組合連合会

 ●友誼組合・友好団体
全国労働組合総連合
鹿児島県農業協同組合連合会労働組合
全国農業協同組合労働組合連合会
全日本民主医療機関連合会
全国生協労働組合連合会
国民の食糧と健康を守る運動全国連絡会
日本国民救援会中央本部
労働者教育協会
非核の政府を求める会常任世話人会
農民運動全国連合会
原水爆禁止日本協議会
全日本建設交運一般労働組合
あかつき印刷株式会社

長野・髙橋ただし代議員山口・寺本純子代議員 三重・池滝和史代議員 秋田・進藤侑代議員

全厚労第73回定期大会全厚労第73回定期大会 発言一覧
（3） 2025年９月20日 第538号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2025年９月20日 第538号全 厚 労 ニ ュ ー ス
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と
本
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の
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さ
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当
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７
月
号
の
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え
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ネ
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ま
た
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ク
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か
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読
者
の
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計
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名
当
選
）
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し
た
。

締め切り：2025年10月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　新厚労で副執行委員長を務める高橋智章さん
を紹介します。
　高橋さんは共同生活事業所に勤務し、事業所
の運営を取り仕切っています。事業所のある十
日町市は、豪雪地域であり雪が降ると除雪が必
要になるため自らホイールローダーを運転し、
施設の除雪も行うマルチタスクを備えています。
　また、マラソンを趣味とし、地域で行われて
いる24時間耐久マラソンに毎年、積極的に参加
をして身体を酷使することを喜びとしています。
そんな高橋さんは、労使交渉でアクセル全開で
突き進む執行部の唯一、冷静を保ちブレーキ役
を務める大切な存在です。

　昨年９月からの一年間、岐厚労の中央執
行委員長を務めさせて頂きました藤川誠也と
申します。飛騨地域の中核病院、高山市の
久美愛厚生病院に所属する理学療法士です。
　何も分からず不安からのスタートでしたが、
役員皆様のご支援と、ご理解・ご協力を頂く
ことができ、前向きに日々一生懸命、活動に
取り組むことができました。たくさん仲間も
できて、私にとってかけがえのない経験・財
産となりました。
　今年度は、岐厚労の中央副執行委員長を
務めます。全厚労の活動にも積極的に参加し
たいと思いますので、一年間、宜しくお願い致します。

新潟　高橋智章さん

岐阜　藤川誠也さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第209回は新潟・岐阜にお願い
しました。

定期大会：労働組合の最高決議機関。討議する事項として、
組合規約の改廃、次年度の運動方針、財産・予算・決算
に関する事項、組合役員の選出、他団体への加盟・脱退
等がある。
団結ガンバロー：集会や大会の最後に意思統一の表現と
して行なわれる。左手を腰に、右手こぶしを「団結ガン
バロー」の掛け声に合わせて突き上げる。代表者が要求
や集会のスローガンをスピーチしたあと、参加者と交互
に「ガンバロー」を三唱する。

労働組合用語集

　大手損保が来年から自動車保険料を値上げすること
が報道されました。社会活動がコロナ前の状態に戻って
きたことで、自動車事故が増えていることも影響してい
るようです。ガソリン代も高くなり車の維持費もうなぎ
上り…、医労連共済の自動車共済で家計の負担を減ら
しませんか。医労連共済の自動車共済は団体割引があ
り掛金はとても安くなっています。まずは職場で声をか
けあって、お持ちの自動車で掛金見
積りをしてみてください。現在ご加
入の民間保険があれば等級の引継
ぎもできます。対人・対物など基本
保障はもちろん、制度は充実してい
ます。ぜひ自動車共済のパンフレッ
トをお取り寄せください。

自動車共済で家計の見直し自動車共済で家計の見直し
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か
り
。
旅
行
先
も
安
く

抑
え
ら
れ
る
所
ば
か
り
。
み
ん
な

厳
し
い
生
活
を
し
て
い
る
な
ー
と

実
感
し
ま
す
。              

（
長
野
）

―
―
だ
か
ら
ベ
ア
が
必
要
で
す
。

診
療
報
酬
に
阻
ま
れ
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で

も
…
経
営
側
は
材
料
費
・
光

熱
費
の
高
騰
は
受
け
入
れ
る

の
に
、
人
件
費
も
受
け
入
れ

て
ほ
し
い
。          （
Ｋ
Ｕ
）

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
し
て
お
り
ま
す

が
、
後
で
見
よ
う
と
思
っ
て
い
る

と
デ
ジ
タ
ル
は
つ
い
見
逃
し
て
し

ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
チ

ェ
ッ
ク
し
た
い
で
す
。    

（
愛
知
）

―
―
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
見

た
い
と
こ
ろ
を
閲
覧
で
き
る

の
が
デ
ジ
タ
ル
の
良
さ
で
す
。

気
づ
い
た
時
で
い
い
と
思
う

よ
ー
。                 （
Ｈ
Ｔ
）

　
久
し
ぶ
り
に
地
元
の
花
火
大
会

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
行
く
ま
で

は
面
倒
く
さ
か
っ
た
ん
で
す
が
、

行
っ
た
ら
最
高
で
し
た
！
気
分
転

換
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
三
重
）

―
―
近
く
で
見
る
花
火
は
別
格
で

す
よ
ね
。
外
に
出
る
の
も
嫌

に
な
る
猛
暑
で
す
が
、
お
祭

り
、
海
水
浴
な
ど
な
ど
、
暑

い
夏
も
楽
し
ん
で
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。              （
Ｏ
Ｋ
）

　
不
妊
治
療
の
末
、
先
月
妊
娠
が

発
覚
。
時
期
に
迷
い
な
が
ら
も
、

上
司
に
報
告
す
る
と
「
お
め
で
と

う
！
」
と
い
う
祝
福
の
言
葉
と
、

す
ぐ
に
業
務
内
容
を
調
整
し
て
も

ら
え
ま
し
た
。
予
想
外
の
反
応
に
、

涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

悪
阻
の
症
状
が
思
っ
た
よ
り
早
く

出
て
き
た
た
め
、
本
当
に
有
り
難

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ

の
病
院
で
、
こ
の
職
場
で
働
き
た

い
で
す
！
　               

（
茨
城
）

―
―
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
大
切
な
時
期
を

サ
ポ
ー
ト
し
合
え
る
職
場
っ

て
ス
テ
キ
で
す
ね
。
ど
う
か

お
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
無

事
の
ご
出
産
を
願
っ
て
い
ま

す
。                    （
Ｅ
Ｎ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

新
委
員
長
へ

　
今
年
の
定
期

大
会
が
無
事
終

わ
り
ま
し
た
。

少
し
驚
い
た
の

は
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
役
員
交

代
が
頻
繁
で
な

か
っ
た
い
く
つ

か
の
組
織
で
執

行
委
員
長
が
変

わ
っ
た
と
い
う

話
。
必
ず
し
も
若
返
り

だ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー

の
熱
意
に
期
待
し
て
い

ま
す
。           

（
Ｍ
Ｔ
）

　
第
73
回
定
期
大
会
で
は
、
当
日
発
言

14
本
、
専
門
委
員
会
か
ら
３
本
、
文
書

発
言
４
本
の
計
21
本
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
25
春
闘
で
の
取
り
組
み
や
、

全
国
的
な
医
療
介
護
施
設
の
経
営
難
の

中
で
の
一
時
金
確
保
の
運
動
に
つ
い
て

の
闘
い
が
多
く
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
１
号
議
案
で
提
案
さ
れ
た
25
キ
ャ

ラ
バ
ン
行
動
へ
の
質
疑
や
発
言
も
出
さ

れ
、
活
発
な
討
論
を
経
て
今
後
の
課
題

や
運
動
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
と
共

に
、
採
決
で
は
満
場
一
致
で
25
年
度
方

針
を
確
立
し
ま
し
た
。
大
会
で
の
報
告

と
発
言
を
一
部
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。

組織 発言代議員 発言内容（抜粋）

1 秋田 進藤　侑 24春闘で24年ぶりのベア獲得（6千円）。年末一時金減額提案に対し暫定支給させ交渉を継続し昨
年同率の支給で妥結。25春闘2年連続でベア獲得（4千円）。

2 福島 大友　浩介
24秋闘での骨髄ドナー休暇制度の新設。青年部要求の髪型や色について前進回答勝ち取り。25春闘で

手師産助「」額増の当手代交2にもと設施・院病「」PU円千５が当手のーカーワスーケ「」得獲の給昇期定「
。る取ち勝を目項5の」給支の円千5万1りた当動出1てしと当手動出TAMD「」廃撤の件要数件娩分の当

3 新潟
（文書発言） 和田　祐輔

当初「支給なし」とした４月賞与の支給回答を引き出し。会が新たに提示した「特別賞与制度」につい
て、病院特性や地域事情について労使双方で考え抜いてからの支給を求め交渉を継続中。

4 富山 水戸　達也 人員不足について薬剤師４名を確保、助産師確保が課題。宿直手当の増額回答勝ち取る。他県の活
動を参考に福利厚生倶楽部の導入を提案し９月より開始した。

5 長野 髙橋ただし 年末一時金の暫定支給として、交渉継続した闘い。リハセンター支部で希望する臨時職員・パート職
員も組合に加入できる仕組みが正式に承認。

6 茨城 宇留野正志 全厚労シンボルマークの活用について、費用を抑え広く周知されるグッズ作成の提案。1号議案のキャラバ
ン行動について、予算措置の見直し、書記長の2ヵ月不在の懸念、各県の希望に応じた計画の見直し提案。

7 茨城 飛田　広大
退「、り守を度制金職退の行現。渉交たけ向に給支のへ種職全の当手料価評プッアスーベで闘春52

職金規程Ⅱ」の改廃を求める交渉と25夏期一時金の格差支給阻止の取り組み。労働者代表選出へ
の経営側の介入との闘い。

8 熊総
（文書発言） 齊藤　美晴 従業員代表者選任について。再雇用者の賃金見直し。リハビリ科のサービス残業の改善。

9 神奈川 岡部　義秀 看護部における休暇制限の労基法違反について、全職員に通達を出させた取り組み。

10 静岡 稲葉　功 夏季一時金闘争でのストライキ権確立の取り組み。全組合員数の89％が回答し約97％の高い確率
で賛同を得た。ストライキ実施や一時金仮支給の取り組みについての準備が今後の課題。

11 愛知
（文書発言） 山本　喜之

25春闘の取り組み。組合員の生活とモチベーション維持のために① 2024年度末賞与の支給、② 2025
年度の定期昇給の実施、③ 年間4.0ヶ月以上の一時金についての、３つの要求項目で要求しすべて妥結。

12 岐阜 藤川　誠也 25年夏季団交の取り組み。 待機手当の新設に向けた前進回答。年間一時金の例年同率支給に向け
て、全職員に対して「年度末賞与を確保するための協力依頼」文書を発信・周知の取り組みで前進回答。

13 三重 池滝　和史 鈴鹿サーキットホテルで「三厚労青年部組合新人学習交流会」、三重県総合文化センターで「三厚労看護学習会」
を開催。診療報酬ベースアップ遡及額等を用いて、4月給与にてベースアップ手当として2万6千円の支給。

14 広島 近村　勝也 25春闘へ向けた賃上げ獲得の意思統一と、スト権の高率での批准。年度末一律3万円回答から、準・
深夜勤手当各100円引き上げる回答があり、現状も鑑み妥結。ベア協議を継続。

15 山口 寺本　純子 春闘アンケート結果を考慮した10％ベア要求。年間一時金4.5ヵ月満額回答。看護休暇の有休を２
人以上の子で「５日間」を「７日間」の有給に改正させた取り組み。

16 香川
（文書発言） 佐野　貫 25春闘でベア評価料を基にした手当を8千円から1万3千円へ５千円増額。年末一時金減額提案と

の闘い。

17 高知 由比　智一
25春闘でベアは見送りとなったが、副業について検討課題となった。年次有給休暇取得に関するア
ンケートの取り組み。新人看護師入職ゼロの深刻な事態に対し、抜本的な改善を強く要求。組織化
と情報発信の取り組み。

18 大分 大島　賢治 25春闘は経営状況が厳しい中での感染予防手当１千円を獲得。看護師確保に向けた、看護学校訪
問の取り組みを計画中。

19 医療研運
営委員会 安本真理子 第41回医療研究集会の報告と第42回医療研究集会の開催案内。第42回医療研究集会は11月14～15

日の2日間、静岡県・熱海市で開催。集会サブテーマは「厚生連の視点で考える医療の正義とは」。

20 看護
委員会 中村　優

24年度活動報告、看護協会との懇談、厚労省交渉、第36回看護集会in横浜を開催。25年度は10月
に第37回看護集会in仙台を開催予定で、駅前宣伝行動や、特別報告「実例から学ぶ　看護師の賃金
労働条件向上と組合の役割」などを行う。

21 女性
委員会 楠　潔代

女性が持つ「母性＝子どもを産み育てるための身体的・生理的特質」を守る「母性保護」を、6～7月に母
性保護月間として推進。下呂市・下呂温泉にて第45回女性集会を開催。全労連女性部「一言カード」の
取り組み。母性保護月間啓発グッズ「アルコールティッシュ」作成。「川柳コンクール」の取り組みでは産
別の最優秀作品賞を受賞。生理休暇の取得状況調査6年目となり、調査の取り組みが広がる。

●
中
央
執
行
委
員
長

　岩
本

　一
宏
（
広

　島
・
再
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　畠

　
　輝
義
（
秋

　田
・
再
）

　花
澤

　直
樹
（
長

　野
・
再
）

　岡
村

　秀
人
（
岐

　阜
・
再
）

　松
田

　純
一
（
山

　口
・
再
）

●
書
記
長

　大
栗

　
　陽
（
徳

　島
・
再
）

●
書
記
次
長

　松
尾

　
　晃
（
本

　部
・
再
）

　岡
野

　
　学
（
本

　部
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　富
樫

　智
裕
（
北
海
道
・
新
）

　中
村

　
　悟
（
秋

　田
・
再
）

　佐
々
木

　崇
（
福

　島
・
再
）

　大
平

　雅
浩
（
新

　潟
・
再
）

　大
江

　淳
一
（
富

　山
・
新
）

　松
本

　
　桂
（
長

　野
・
新
）

　小
川

　誠
貴
（
茨

　城
・
再
）

　齊
藤

　美
晴
（
熊

　谷
・
再
）

　関
谷

　幸
夫
（
神
奈
川
・
再
）

　海
野

　智
里
（
静

　岡
・
新
）

　井
上

　宗
学
（
愛

　知
・
再
）

　藤
川

　誠
也
（
岐

　阜
・
新
）

　小
掠

　瑞
樹
（
三

　重
・
再
）

　高
本

　奉
彦
（
広

　島
・
再
）

　小
田

　一
毅
（
山

　口
・
再
）

　黒
澤

　太
郎
（
香

　川
・
再
）

　畠
山

　
　宗
（
徳

　島
・
再
）

　堀
野

　翔
太
（
高

　知
・
再
）

　中
野

　
　綾
（
大

　分
・
再
）

●
会
計
監
査

　奥
井

　明
子
（
秋

　田
・
再
）

　小
林

　武
雅
（
長

　野
・
再
）

　更
谷

　由
夏
（
静

　岡
・
新
）

●
中
央
執
行
委
員

　小
見
山
聡
史
（
北
海
道
）

　向

　
　慎
司
（
富

　山
）

　西
澤

　由
美
（
長

　野
）

　川
合

　宏
明
（
静

　岡
）

　佐
藤

　雅
俊
（
岐

　阜
）

●
会
計
監
査

　沖

　
　公
平
（
愛

　知
）

メッセージを寄せて頂いた組織・団体メッセージを寄せて頂いた組織・団体

●
議
長

　塚
本

　泰
弘
（
秋
田
）

　竹
内

　宏
一
（
長
野
）

　成
清

　裕
美
（
山
口
）

●
議
事
運
営
委
員
会

　藤
井

　允
大
（
富
山
）

　藤
田

　
　周
（
茨
城
）

　稲
葉

　
　功
（
静
岡
）

★
佐
々
木
祐
希
（
香
川
）

　岡
野

　
　学
（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　二
橋

　亮
介
（
富
山
）

★
土
屋

　
　太
（
長
野
）

　鈴
木

　洋
史
（
愛
知
）

　万
里

　昌
美
（
徳
島
）

２
０
２
５
年
度

全
厚
労
役
員

退
任
さ
れ
た
役
員

大
会
役
員

●
大
会
事
務
局

　土
屋

　暁
子
（
静
岡
）

　中
村

　
　努
（
静
岡
）

　早
野

　万
里
（
岐
阜
）

●
大
会
書
記

　伊
藤

　智
哉
（
岐
阜
）

　畑
中

　剛
喜
（
三
重
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　三

　北
・
富
山

　関

　信
・
茨
城

　東

　海
・
静
岡

　西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

（順不同）

 ●全国組合等
全日本国立医療労働組合
全日本赤十字労働組合連合会
全国労災病院労働組合
国家公務員共済組合連合会病院労働組合
全日本地域医療機能推進機構病院労働組合
公益財団法人日本医療総合研究所

 ●医労連・県医労連
北海道医療介護福祉労働組合連合会
青森県医療労働組合連合会
秋田県医療労働組合連合会
宮城県医療労働組合連合会
山形県医療労働組合連合会
福島県医療労働組合連合会
茨城県医療労働組合連合会
千葉県医療労働組合連合会
東京地方医療労働組合連合会
新潟県医療労働組合連合会
富山県医療労働組合連合会
石川県医療労働組合連合会
群馬県医療労働組合連合会
埼玉県医療介護労働組合連合会
神奈川県医療労働組合連合会
長野県医療労働組合連合会
愛知県医療介護福祉労働組合連合会
京都医療労働組合連合会
大阪医療労働組合連合会
広島県医療労働組合連合会
福岡県医療労働組合連合会

 ●友誼組合・友好団体
全国労働組合総連合
鹿児島県農業協同組合連合会労働組合
全国農業協同組合労働組合連合会
全日本民主医療機関連合会
全国生協労働組合連合会
国民の食糧と健康を守る運動全国連絡会
日本国民救援会中央本部
労働者教育協会
非核の政府を求める会常任世話人会
農民運動全国連合会
原水爆禁止日本協議会
全日本建設交運一般労働組合
あかつき印刷株式会社

長野・髙橋ただし代議員山口・寺本純子代議員 三重・池滝和史代議員 秋田・進藤侑代議員

全厚労第73回定期大会全厚労第73回定期大会 発言一覧
（3） 2025年９月20日 第538号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2025年９月20日 第538号全 厚 労 ニ ュ ー ス

https://forms.gle/nTUtVFXEoyCUSjVXA


スト権確立した一時金闘争を報告
（静厚労　稲葉代議員）

シンボルマーク
授賞式ありました
（写真左は代理）

秋闘キャラバンの成功・新年度方針の実践を

現場実態を伝え、市の姿勢も確認できた安芸高田市と広厚労吉田支部の対話集会の様子

　５月の第７回拡大中執で全厚
労シンボルマーク募集作品の選
考会を行いました。34件の応
募作品の中から、Googleフォ
ームで投票を行った結果、15
票獲得の山厚労（作業療法士）
の作品が選ばれました。交流会
で授賞式を行い、岩本委員長か
ら３万円分のクオカードが授与
されました。

　
８
月
21
日
、
広
厚
労
吉
田

支
部
は
「
地
域
医
療
：
地
域

の
基
幹
病
院
と
し
て
住
民
に

最
良
の
医
療
提
供
を
続
け
る

た
め
に
当
院
で
働
く
職
員

（
労
組
員
）
が
市
長
に
現
状

を
伝
え
、
自
治
体
と
協
働
で

き
る
こ
と
が
何
か
対
話
を
通

し
て
考
え
た
い
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
安
芸
高
田
市
の
対
話

集
会
に
参
加
し
、
市
長
と
福

祉
保
健
部
部
長
、
健
康
こ
ど

も
未
来
課
長
な
ど
５
名
を
迎

え
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
対
話
集
会
は
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
市
民
の
意
見
や
提

案
を
聴
き
、
今
後
の
市
政
運

営
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
現
市
長
が
就

任
し
て
か
ら
の
試
み
で
す
。

　
集
会
の
こ
と
は
市
の
広
報

誌
で
知
り
、
職
場
委
員
会
の

時
間
を
活
用
し
て
み
よ
う
と

応
募
。
内
容
は
市
の
広
報
に

掲
載
さ
れ
る
の
で
市
民
へ
の

ア
ピ
ー
ル
の
機
会
に
も
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
長
と
は

四
役
で
面
談
を
重
ね
、
看
護

師
不
足
や
施
設
老
朽
化
な
ど

を
伝
え
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
現
場
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　
当
日
の
施
設
見
学
は
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
役
員
が

院
内
の
状
況
（
紙
カ
ル
テ
、

手
回
し
ハ
ン
ド
ル
ベ
ッ
ド
、

６
人
部
屋
、
４
年
前
に
水
害

被
害
が
あ
っ
た
外
来
の
当
時

と
現
在
、全
体
的
に
老
朽
化
）

を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
。
市
の

役
職
員
の
方
々
は
初
め
て
知

る
内
容
も
あ
っ
た
様
子
で
真

剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
他
、
職
場
委
員
が
持
ち
寄

っ
た
質
問
（
地
域
活
性
化
、

ホ
テ
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
チ

ェ
ー
ン
店
の
誘
致
な

ど
）
に
直
接
回
答
を
い

た
だ
き
、
市
と
し
て
の

考
え
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
必
要
で

あ
り
、
今
後
も
残
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
発
言
さ
れ
、
実

際
に
市
と
し
て
安
芸
高

田
市
で
働
く
看
護
師
対

象
の
５
年
間
奨
学
金
返

済
制
度
や
夜
間
救
急
へ

の
補
助
金
増
額
な
ど
地

域
医
療
存
続
に
向
け
、

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
財
政
難
や
少
子

高
齢
化
な
ど
の
課
題

で
、
支
援
に
も
限
界
が

あ
る
こ
と
も
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
厳
し
い

中
で
も
、
私
た
ち
は
地
域
の

皆
さ
ん
に
安
全
・
安
心
な
医

療
看
護
を
提
供
し
た
い
こ

と
、
安
心
し
て
働
き
続
け
る

職
場
環
境
が
必
要
だ
と
訴
え

ま
し
た
。
看
護
師
不
足
、
建

物
や
シ
ス
テ
ム
老
朽
化
な
ど

課
題
が
山
積
み
で
す
が
、
動

く
こ
と
で
一
つ
で
も
改
善
す

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
広
厚
労
吉
田
支
部
・
徳
本
記
）

　
総
括
答
弁
で
は
、
各
組
織

の
粘
り
強
い
交
渉
と
成
果
を

称
え
つ
つ
も
「
来
年
は
診
療

報
酬
引
き
上
げ
が
噂
さ
れ
る

が
、
実
際
の
賃
上
げ
や
労
働

条
件
改
善
は
各
組
織
の
奮
闘

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
共

に
団
結
し
て
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
２
０
２
５
年
度
は
「
生

活
と
医
療
と
平
和
を
守
る
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸
に
、

政
策
提
起
と
社
会
発
信
を

一
体
化
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン

行
動
で
訴
え
を
強
め
て
い

き
ま
す
。
引
き
続
き
全
厚

労
に
結
集
し
て
危
機
を
乗

り
越
え
ま
し
ょ
う
。

（
書
記
長

　大
栗

　陽
）

　
25
年
度
方
針
で
は
、
例
年

の
中
央
行
動
（
国
会
議
員
要

請
、
厚
労
省
要
請
、
諸
団
体

懇
談
）
に
加
え
、
厚
生
連
病

院
が
あ
る
自
治
体
に
秋
闘
キ

ャ
ラ
バ
ン
と
し
て
全
厚
労
書

記
長
が
向
か
い
、
加
盟
組
織

と
共
に
県
庁
や
市
町
村
会
に

厚
生
連
医
療
の
重
要
性
と
支

援
を
訴
え
る
取
り
組
み
を
提

起
し
ま
し
た
。
来
春
の
診
療

報
酬
改
定
を
見
据
え
、
秋
闘

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
「
医
療
・
介

護
を
守
る
」「
厚
生
連
医
療

（
地
方
の
医
療
）」
を
守
る
政

策
運
動
を
全
国
的
に
広
げ
る

取
り
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
の
質
疑
で
は
「
書
記

長
が
本
部
に
い
な
く
て
大
丈

夫
か
」
の
疑
問
に
対
し
て
、

本
部
専
従
や
ブ
ロ
ッ
ク
担
当

副
委
員
長
の
フ
ォ
ロ
ー
で
完

全
不
在
を
避
け
る
旨
を
説

明
。
財
政
面
や
運
営
面
で
の

懸
念
に
対
し
て
は
、「
未
来

へ
の
投
資
と
捉
え
て
、
政
策

課
題
を
可
視
化
し
て
地
域
か

ら
国
に
訴
え
る
運
動
に
で
き

れ
ば
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
25
春
闘
の
成
果
と
し
て

は
、
北
海
道
、
秋
田
、
徳
島

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
各
県
と
も
奮

闘
し
各
種
手
当
や

労
働
条
件
改
善
に

大
き
な
前
進
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

　
発
言
で
も
皆
さ

ん
盛
ん
に
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
が
コ

ロ
ナ
危
機
以
降
の

患
者
数
は
回
復
し

つ
つ
も
材
料
費
や
水
光
熱
費

の
高
騰
に
よ
る
収
益
悪
化
が

顕
著
に
で
て
い
る
た
め
、
会

と
し
て
労
働
者
の
賃
上
げ
に

踏
み
切
れ
な
い
実
情
が
あ
り

ま
す
。
や
は
り
、
次
の
診
療

報
酬
改
定
で
病
院
の
収
益
を

改
善
し
な
い
限
り
、
医
療
従

事
者
の
賃
上
げ
は
困
難
で

す
。

　
厚
労
省
は
病
床
数
適
正
化

事
業
に
よ
り
病
床
数
削
減
、

病
院
統
合
の
方
向
へ
誘
導
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
の

コ
ロ
ナ
危
機
で
真
っ
先
に
病

床
を
提
供
し
た
の
は
厚
生
連

病
院
で
し
た
。
能
登
半
島
地

震
で
厚
生
連
病
院
が
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
で
貢
献
し
た
実
績
な
ど
、

地
域
医
療
の
防
波
堤
と
し
て

必
要
な
医
療
機
関
で
す
。
今

回
行
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、

今
一
度
こ
う
し
た
実
績
も
訴

え
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

青年部のコーヒー財活頑張ってます

基
幹
病
院
と
し
て
の

継
続・職
場
環
境
改
善
に
尽
力

基
幹
病
院
と
し
て
の

継
続・職
場
環
境
改
善
に
尽
力

広
厚
労
吉
田
支
部
と
の
対
話
集
会
で
市
長
発
言

中央から、地方から声を挙げていこう中央から、地方から声を挙げていこう
（4）2025年９月20日 第538号全 厚 労 ニ ュ ー ス


